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1. 頂点集合が V である完全無向グラフ H を初期解として設定する。
2. V からの任意の変数対 (Xi; Xj) が，V n(Xi; Xj) のある部分集合 S (空集合の場合も
ある)を与えたときに条件付き独立であれば，H より Xi と Xj の間の辺を除去する。
この結果得られた無向グラフを K とする。
3. K において，Xi  Xk  Xj という Xi と Xj が隣接しない道があるとき，Xk を含
む変数集合 S で，Xi と Xj が S を与えたとき条件付き独立になるようなものが
存在しないならば，Xi!Xk Xj という矢印をつける。この操作を終えた部分的矢
線グラフを P とする。
4. P において Xi!Xk   Xj という道があり，Xi と Xj が隣接していないならば，
Xk!Xj と矢印をつけて P を更新する。
5. P において，Xi から Xj に有向道があり，かつ，Xi と Xj の間に無向の辺があれ
ば，その辺に Xi!Xj と矢線をつけて P を更新する。
6. 手順 4，5を矢線をつける辺がなくなるまで続ける。
手順 4，5ではオリエンテーションルールと呼ばれる考え方が使われている。

























































図 3: 月消費支出分析での GMの結果図

























 年間収入から食費，貯蓄現在高と選択され，図 3，図 4から食費を次に選んだ。
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